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第1回JEM利用募集に係る利用テーマの一次選定結果について

平成5年8月4日
科学技術庁

1．経緯

平成4年10月　1日　　　「第1回JEM利用募集案内」の発出
平成4年12月28日　　　利用募集締切
平成5年　1月25日　　　利用募集集計結果とりまとめ、、
　　　　（宇宙ステーション部会／利用分科会において一次選定作業を実施）
平成5年　8月　4日　　　一次選定結果を宇宙開発委員会に報告　　　，
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○

2．第1回忌EM利用テーマの一次選定結果の概要

（1）一次選定の方法

・応募条件に適さない利用テーマを除外
・「JEM利用テーマ評価ワーキンング・グループ」により科学技術上の評価を実施

　　　　この評価の実施において、統合が可能と判断された利用テーマについて
　　　は、提案者の意向を踏まえたうえで統合調整を実施　　　　　　　　　’
・宇宙開発事業団により搭載三等の技術評価を実施　．
・上記評価結果を踏まえ一次選定テーマを選定

（2）一次選定テーマ数

6

！

○

　　材料分野、　　　　　　　29テーマ（統合されたテーマ13件は外数）
　　ライフサイエンス分野　　21テーマ（統合されたテーマ2件は外数）

　　　計50テーマ（統合されたテーマは計15件で外数）

　なお、第1回JEM利用募集時の応募件数は、総数208件（材料分野135
件、ライフサイ4ンス分野66件、その他7件）であった。　　　　　　・　　㎜

（3）共通実験装置

一次選定テーマの実施には、共通実験装置として以下の装置を用いる予定。

・材料分野

　温度勾配炉、帯域炉、溶液成長実験装置、流体物理実験装置
・ライフサイエンス分野
　細胞培養装置、タンパク質結晶成長装置、クリーンベンチ

（註）今回のJEM利用募集は、平成11年前半のJEM利用開始後脚6カ月の
　　利用についての一次選定を行っている。

4．今後の予定

（1）応募者に一次選定結果を速やかに通知。
（2）一次選定テーマの提案者と宇宙開発事業団の問で搭載性確認作業及び実験
　　計画書作成のための調整作業を開始する。　　　　　　　　　　　・
（3）利用テーマの最終選定は、実験実施の3年前記までに行う。
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　宇宙ステーション部会は、　「宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）

の利用計画に関する調査審議について」　（平成4年6月24日　宇宙開発委員会

決定）に基づき、JEMの利用テーマの選定について調査審議を行ってきたが、

第1回JEM利用募集に係るJEM利用テーマの一次選定結果についてとりまと

めたので報告する。
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1．利用テーマの一次選定までの経緯　　　　’　　　、　・

（1）宇宙ステーション計画は、日本、米国、欧州（9力国）及びカナダが参加

　　する国際協力プロジェクトとして進められており、我が国は、宇宙ステーシ．

　　ヨン取付型実験モジュール（JEM）の開発及び運用・利用を中心として宇

　　宙ステーション計画に参加している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
（2）JEMの運用・利用については、我が国として広範かっ多様な宇宙環境利
　　用を図り、本格的な宇宙環境利用の展開のための基盤を形成する観点から、

　　「宇宙ステーション取付型実験モジューノレ（JEM）の利用の基本方針」

　　（平成4年5月宇宙ステーション部会報告）を定めた。

（3）これに基づき、宇宙開発委員会は、平成10年度から開始されるJEMの
　運用・利用の計画策定に必要となる利用に関する重要事項及びJEMの利用
　テーマの選定について調査審議を行うよう宇宙ステーション部会に対し審議

　付託を行った。

（4）宇宙ステーション部会では、利用分科会において第1回のJEM利用テー
　マの公募方針、選定方法の検討をおこなった。これに基づき、宇宙開発事業
　団が平成10年に打ち上げられるJ・EM与戸部及び共通実験装置あ検証を目

　的として平成10年の利用機会を封象として「第1回JEM利用募集案内」

　を発出した。なお、今回のJEM利用募集は与三部で実施可能な主として材
　料分野、ライフサイエンス分野を対象とした。　　　　　　　　　　　　　ド

（5）宇宙開発事業団からの応募結果の報告に基づき、宇宙ステーション部会は

　応募されたJEM利用テーマ208件について、利用分科会において利用テ
　ーマの一次選定の作業を進め、本報告をとりまとめた。

2．利用テーマの一次選定の方法

（1）応募された20融件の利用テーマの中から、JEM利用テーマー応命定評
　価基準（参考3）に基づき、以下の手順により利用テーマの一次選定を行っ

　た。　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌃

　・応募書類に基づき、利用テーマに適する共通実験装置がないなぜ、明ら均・に

　実施が不可能な利用テーマを除外。

・上記のテーマを除いたものについて、利用分科会で一次選定の評価基準を定，

め、利用分科会あもとに設置した「JEM利用テーマ評価ワーキング・グル

ープ」により科学技術上の有意性等の評価を実施。

・科学技術上の有意性等の評価の実施過程において、利用テーマの内容が類似

　している等、統合が可能と判断された利用テーマについては、提案者の意向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　を踏まえたうえで統合調整を実施。
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・並行して、宇宙開発事業団により利用テーマの搭載性等の技術評価を実施。

・上記の利用テーマの評価結果を踏まえて、’JEMの利用可能規模を勘案して

総合的に利用テママを評価し、一次選定を実施。

なお、一次選定にあたっては、各利用要求取りまとめ機関の意見を踏まえる

よう配慮した。

（2）第1回のJEM利用募集は第1回のJEM与四部の打上げから6カ月間の
　利用機会を前提としていることから、平成4年末に行われたスケジュールの

　国際調整を踏まえ、平成11年前半のJEM利用開始後6カ月間の利用テー
　マとして一次選定を行った。

3．、利用テーマ一次選定の結果

　宇宙ステーション部会は、2項に記載した一次選定の方法により、以下に示

すとおり、JEM利用テーマの第1回一次選定を実施した。

29テーマ．．○■．■○◆○■■○■o●○■●●●●○●○○○○．●○．○●○○○○●（1）材料分野

温度勾配炉、帯域炉、溶液成長実験装置、流体物理実験装置を用いることを

前提として一次選定した。

21テーマ　　　　　　　　　　　　　　　◆　　◆　　　　　　　　　　　　　■　　◆　　　　　　　　　　　　○　　■　　　　　　　　　　　◆　　◆　　　　　　　　　　■　　■　　　　　　　　◆　　◆　　　　　　　◆　　■　　　　　　■　　○　　　　　■　　■　　　◆　　◆　　●　　◆　○　　○◆　　■（2）ライフサイエンス分野

細胞培養装置、蛋白質結晶成長装置、クリーンベンチを用いることを前提と

して一次選寒した。

　なお、応募された利用テーマのうち、材料分野の13件及びライフサイエン

ス分野の2件の利用テーマについては、上記の一次選定テーマに統合された。

・また、第1回JEM利用募集時に搭載予定実験装置としていた三熱炉につい
そは、，今回の一次選定テーマが温度勾配炉を利用して実施可能であることから

次回以降に搭載を見送ることとした。

　表1に一次選定テーマのリストを示す。また、表2に機関別・共通実験装置

別一次選定テーマ数を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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第■表一次選定テーマリスト（材料分野2／2）
　　　　　　　　　　（統合された利用テーマ）

1
膳
1

統合された利用テーマ名　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　、

�ﾄ者 所属　　　ダ 代表研究テァマ名及び提案者

微小重力環境下におけるシリコン単結晶育成とマランゴニ対流の可視化観察 山岸　三四 信越半導：体KK 微小重力環境下におけるシリコン単結晶

　　　　一�ｬ重力環境下におけるシリコン単結晶育成とマランゴニ対流の可視化観察 今井　正人 コマツ電子金属（株） 育成とマランゴニ対流の可視化観察

微小壷力環境下1こおけるシリコン単結晶育成とマランゴニ対流の可視化観察 今石　宣之 九州大学 ［日比谷　賢俊］ 、

　　　　　　　　　　fN小重力下でゐFZ法によるシリゴン単結品育成とマランゴニ対流の可視化観察 平田　彰 早稲田大学

西澤　伸一 早稲田大学理工学研究所

微小重力環境での結晶育成とマランゴニ対流　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 宗像　鉄雄 工技院　機械技術研究所
露

　　　　　、
�ｬ重力環境を利用した偏晶系合金の生成過程の研究　　　　　　　　　’ 日比谷孟俊 日本電気（株） 微小重力環境下での非混合偏晶合金の凝

　　　　　　」�ｬ重力環境を利川した偏品系合金生成過程の研究 向井　楠宏 九州工業大学 固過程のその場観察

二液相分離を示す液体合金の微小重力下の二液相分離凝固過程の研究 伊丹　俊夫 北海道大学 ［茂木　徹一］

♪

フケセット界面における包晶反応過程のその場観察 鈴木　俊夫 東京大学 透明有機結晶を用いた包晶反応過程の直

　　　　　｝ヘ宴@セソト的モル状凝固における液相中の熱・物質輸送に関する研究　　　　　　　　」 栗林　一彦 宇宙科学研究所 接観察

　　」L機物をモデルとした共演合金および偏晶合金の微小重力下でのその場観察による凝固機構の解明 茂木　徹一 千葉工業大学 ［栗林　一彦］

、
、

無重力場におけるチコクラルスキー結晶成良容器内の流動現象 束　久雄 航空宇宙技術研究所 　　　　■tローティングゾーン結晶成長法におけ

炉 る流体部の無重力場におけ．る流動現象

」 ［武田　靖］

、

一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿勲一

1
軌
i

重罪∫■表

　　　　・幽　　　　　　　　　　　　　　　　，盈

一次選定テーマリスト（ライフサイエンス分野1／1）

一次選定テーマ名 提案者 所属 利用装置 備考
1

鮮

　　　　　　　　　　　　　　Lｼ生類培養細胞による細胞分化と形態形成の調節　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　㍉ 浅島　誠 横浜市立大学 細胞培養／クリーンペンチ

　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号

s剞A物（野生・突然変異）の根の電場および重力への応答

石
川
　
秀
夫
’ オハイオ州立大学 細胞培養

不定胚分イヒ能の獲得過程に微小重力が及ぼす影響と重力の関与の解明 大菅　康一 三菱重工業（株） 細胞培養／クリニンペンチ

　　　　　　　　　　　iP細胞動物ゐ細胞増殖におよぼす微小重力環境の影響と、重力変化に対する適応の研究 村上　彰 浜松医科大学 細胞培養／クリーンペンチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LF宙空間における生体寿命の変動一細胞クローン寿命の解四一　　　　　　　　　　　　　　　、 最上　善広 お茶の水女子大学 細胞培養／クリーンペンチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

�ｬ重力下での両生類無尾目幼生・成体の行動 黒谷　明美 宇宙科学研究所 細胞培養／クリーンペンチ

ビト細胞における宇宙放射線および微小重力による癌遺伝子の変化 　　　、r永　満生 京都大学　　　　、　， 細胞培養／クリーンペンチ
r

骨髄細胞長期自動培養による免疫・造血系細胞、骨系細胞の成熟分化、機能発現に及ぼす微小重力影響の解明 粂三　康宏 東京医科歯科大学 細胞培養／クリーンペンチ

無重力下における培養筋細胞の伸展応答一形態と遺伝子発現による解析一　　　　　　　　　　　・ 跡見　順子 東京大学 細胞培養／クリーンペンチ
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑　・�ｬ重力環境における高等植物の生活環 神阪　盛一郎 大阪市立大学 細胞培養／クリーンペンチ 統合テーマあり
喩

微小重力環境における高等植物の成長調節機構 保尊　楚楚 大阪市立大学 細胞培養／クリーンペンチ 統合テーマあり
’

ウリ科植物の進化に果たした総力形態形成の役割に関する研究：ペグ細胞の発達と重力感受機構 高橋　秀幸 東北大学 細胞培養／クリーンペンチ

微小重力下における細胞の増殖と分化に関する研究 花岡　文雄 理化学研究所 細胞培養／クリーハ’ンチ

宇宙放射線および微小重力環境の哺乳類細胞に対する影響に関する研究 安藤　興一 放射線医学総合研究所 細胞培養／クリーンペンチ
’

末梢血培養による搭乗員の免疫・造1血機能管理システム確立のための基盤研究 向井　千秋 宇宙開発事業団 細胞培養／クリーンペンチ
鴨

ゲンジボタルルシフェラーゼの結品化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’ 中野　衛一 キッコーマン（株） 蛋白質結晶成長

リボヌクレァーゼSの多形結晶性を1旨懐とした結晶成長に与える微小1E力の効果 浅野　高治 （株〉富士通研究所 蛋白質結晶成長
司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

微小重力下におけるピロ，リン酸加水分解酵素の結晶成長実験　　　　　　　　　　　　　　1 茂田　潤一 石川島播磨重工業（株） 蛋白質結晶成長
F

宵

、ヒト利尿性ポリペプチドの結品化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ 石黒．正路 サントリー（株） 蛋白質結晶成長1

亜酸化窒素レダクターゼの結品成長 稲富　健一 三菱電機（株〉 蛋白質結品成長

MDII一チトクロームb5還元酵素（b5R）の大型結品作製 高野　常広 摂南大学 蛋白質結晶成長
、

欄馴

（統合された利用テーマ）
1

　　　　　　　AE　　　　　　　　　　　統合された利用テーマ名 提案者 所属 代表研究テーマ名及び提案者

15

　　　　㌔F宙環境下における値物の成長、花冠および結実　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉　ノ 山田　晃弘 北海道東海大学 微小重力環境における高等植物の生活環

F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

』

［神阪　盛一郎］

高等植物の成長・老化に関与するオーキシン極性移動能に対する微小重力の影響 上田　純一 大阪府立大学 微小重力環境における高等植物の成長：調節
1

9

メ 機構［三尊　隆享］
｝

も　，’　　　　　　　　　　　　　・　　　　，　・　　　’　　　　　　　　　　・
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電2表　代表研究者機関別・共通実験装置別一次選定テーマ数

（1）代表研究者機関別一次選定テーマ預

所　属　機　関 材料分野
ライフサイエ

塔X分野
合　言

霊　学 13　（8） ゴ2　（2） 25（10）

襯　一　＿　一　＿　一　一　一　騨　一　一　・楠　鴨　騨　一　一　輔　一　一　一　一　鯛　■隠一　一　一　噸夢　一 ＿　　一　　齢　　一　　一　　一　　一　　一　　櫛　　　　　一　　一　　麟　　輸　　卿 一　　一　　”　　”　　ロ　　一　　一　　襯　　一　　一　　一　　一　　一　　騨 ＿　　疇　　一　　一　　一　　一　　一　　轍　　一　　一　　幡　　輯　　一　　一

国立試験研究機関
特殊法人等 8　（2） 3 11　（2）

ニー一．一一一一一一＿一一一一一＿一一一一一一一．一
一　　一　　一　　”　　一　　一　　一　　齢　　一　　一　　一　　一　　騨　　ロ　　一 一　　一　　脚　　一　　一　　一　　一　　昂　　一　　一　　一　　囎　　偶　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　”　　聯　　一　　一　　曽　　一　　甲

民　間 7　（3） 6 13’（3）

甲一　＿　＿　＿　鱒　層　一　一　鞘　顎　一　一　一　脚　一　一　一　鱒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　鞘 一　　一　　一　　一　　騨　　一　　一　　一　　一　馴　　一　　一　　一　　一　　購 鱒　　一　　一　　一　　瞬　　學　　一　　一　　一　　囎　　鱒　　一　　一　　一 騨　　一　　一　　一　　一　　韓　　一　　一　　一　　一　　鱒　　一　　一　　一

そ　の　他　（個人） 1 0 1

合　　　計 29（13） 21　（2） 50（15）

注）　（〉内は統合されたテーマ数で外数

（2）共通実験装置別一次選定テーマ数

共通実験装置名

@（材料分野〉
テーマ数

　　共通実験装置名

iライフサイエンス分野〉
テーマ数

ノ

温度勾配炉 9 蛋白質結晶成長装置 6

＿　　一　　＿　　＿　　一　　一　　脚　　ロ　　一　　一　　躰　一　　一　　一　　一　　一　　胴　　一　　一　　一　　一　　櫨　　欄　　騨　　一 柵　　一　　一　　一　　一　　餉　　鱒　　需　　一　　一 髄　昂　　鱒　　＿　　一　　一　　欄　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　輔　　脚　　ロ　　一　　一　　一　　一　　一 ＿　　＿　　曽　　一　　鱒　　騨　　一　　一　　一　　剛

帯　域　炉 5　（9） 細胞培養装置 1

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ホ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿　　＿　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　齢 ＿　　＿　　＿　　一　　＿　　構　　一　　一　　一　　一　　一　　脚　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　嗣　　一　　　　　一　　一　　輯　　一　　　 ＿　　一　　一　　扁　　一　　一　　一　　一　　一　　口

流体物理実験装置 6　（1） 細胞培養装置

一一一一一一一輔桶一一一一鱒噌一一一一曽 C隔”一一一
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 十 1∫4　（2）

溶液成長実験装置 9　（3） クリーンベンチ

合　　　計　　’ 29（13） 合　　　計 21　（2＞

注）　O内は統合されたテーマ数で外数
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4．総合意見

　JEMでの利用テーマの実施に向けて搭：載性確認作業及び実験計画書φ作成

のための作業を開始するテーマとして第1回JEM利用募集の応募テーマの中
から50テーマを一次選定した。今後の作業の実施については、当該実施年の
JEMの利用テーマの選定（利用実施年を含めた3年前）まで以下の諸点に留

意して進めることが望ましい。

　なお、当該年のJEMの国内利用計画の作成に必要となる各年の利用計画の
策定方針については、宇宙ステーション部会において、利用実施年を含めた5

年前までに調査審議する。

（1）一次選定テーマの提案者と宇宙開発事業団との間で、搭載性確認作業及び

実験計画書作成のための作業を行うこととなう。その際、より大きな成果がJ
EMの利用において得られるよう第一次材料実験等の宇宙実験の経験を踏まえ

つつ、実験計画の具体化及び最適化等について相互に密接な調整をおこなうこ
と。また、一次選定テーマの実施の意義について地上実験の進捗度及び科学技

術の進展により二野再評価し選定に反映すること。

（2）各利用テーマの実験計画書作成にあたっては、体系的・計画的なJEMの
利用を進めるために、同一実験試料の利用、実験パラメーターの条件の体系化を

行うなど他の利用テーマとの有機的・補完的関係をもちうるよう実施内容の調

整を行うこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（3）一次選定テーマの実施に必要となる共通実験装置については、宇宙開発事

業団において、実験要求と装置仕様との整合性を図りっっ開発を進めること。

その際、JEM利用’の効率化を図るため共通実験装置の自動化等についても配

慮すること。’

（4）次回以降のJEM利用募集の実施にあたっては、JEM利用の推進を一局
図るため、学会、ワークショップ等を通じて適切な情報の提供や普及を行うこ

と。
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（参考1）

第1回JEM利用一次選定テーマの概要
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【利用テーマ】

温度差法によるInG　aAs混晶バルクの結晶成長

【提案者】

児玉茂夫

【共同研究者】

中嶋一雄

株式会社富士通研究所厚木研究所

株式会社富士通研究所厚木研究所

　【実験概要】

　　化合物半導体デバイスの高性能化、高機能化のためには、格子定数が可変に

　なる三元混晶基板の開発が欠かせない。なかでも、InG　aA．sはそのカベー・できる

格子定数と土ネル湯治ャップの広さから最優i先で開発を進めるべき材料である。

　地上の成長と、宇宙で無対流での成長とを比較して、三元混晶の成長組成に対
する対流の影響を明らかにすることにより、・地上技術の向上を図る6またぐ高

　品質三元混晶成長の可能性を探る。’　　、　　，　，　、

　【実験方法】

　　溶液中へゐ溶質の溶解度の温度依存性を利用して、結晶成長を行わせるもの’

　である。るつぼに種結晶（InG　aAs単結晶）、金属溶媒（InまたはGa）ゴ、成長材

’料・（InG　aAs多結晶）L・をこの順に入れる、。これを種結晶が低温側にくるようにし・

　て、温度勾配雪中で加熱・保持する。高温側では溶解度が高いため成長材料が

　溶出し、溶質は低温側に拡散で輸送される。このため、低温側では溶液が過飽

　和になり、穫結晶上に結晶成長がおこる。・

【共連実験装置】

温度勾配炉
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【利用テーマ】

微小重力環境下での配向制御有機物真空蒸着薄膜の作製と特性

【提案者】

大道英樹’

【共同研究者】

細井文雄

玉田正男

泉佳伸

日本原子力研究所高崎研究所

日本原子力研究所高崎研究所

日本原子力研究所高崎研究所

日本原子力研究所高崎研究所

　【実験概要】－

光機能材料として注目され，ているフタロセアニン等大環状環をもつ有機物質の

高次構造制御膜を得ることを目的として、JEMに設置される温度勾配炉を利用

し微小重力環境下で真空蒸着膜を作製する。地上（単位重力場）でも同様々『真

1空蒸着実験を行う。両者蒸着膜の配向性や結晶性について、’XRD、，．　FTIR、りV、，

XPS、　SEM等を用いて解析を行い、微小重力場の影響について検：出する・

【実験方法】

蒸着用有機物質どサファイア等の基板とを石英アンプル中に真空封管し力一ト

リ、ヅジに入れ、温度地息炉の高温側に蒸着源が、．低温側に基板がくるよう装着

する6蒸着源は、昇華温度に達するど蒸発し、低温側に飛来する。蒸着速度を

制御し配向制禦膜を得るため・蒸発源及び基板の温度制御を精度良く行うとと

もに、，アンプル内にはオリフィスを設け蒸発速度を制御する。、∴・

『【共通実験装置】

温度勾配炉
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【利用テーマ】

粒子分散一方向凝固材料の創製

【提案者】

佐藤彰

【共同研究者】

高森晋

大沢嘉昭

荒金吾郎

山崎道夫

金属材料技術研究所

金属材料技術研究所

金属材料技術研究所

金属材料技術研究所

西東京科学大学理工学部

【実験概要】

　アルミニウム合金中に酸化物／炭化物／窒化物等の粒子を分散させ、一方向
凝固させることにより、粒子分散一方向凝固組織材料を作製するσ凝固組織こ

およぼす添筆粒子の種類、㍗粒径、粒形状、＼合金の組成、微量添加元素y．温度勾’

配、凝固速度等の影讐を明らかにする。・得られた材料の諸性質を計測し・解析一・

することにより1地上19環境下㊥製造材料との比較を行い・微小重力環境下の一

有効性を確認する。

，【実験方法】

機械的合金化法に用いられる遊星型ボール．ミルを使用し、・純アルミニウム粉

末・合金元素粉末／アルミニウム合金粉末及び酸イピ物／炭断物／窒化物等め粉

末を、・混合・合金ご中興することによb溶解用の試料を作果する6こ9試料を

温度勾配炉を使用して、・一芳向凝固ざせることにより、、粒子分散一方向凝固組・

撚享難尚纏瓢潜函砦辞子の浮ギ／沈降醐’堺

【共通実験装置】

温度勾配炉．
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【利用テーマ】

GaS　bの無記ブリッジマン成長

【提案者】

西永頒

【共同研究者】

斉藤制海

KWBenz
へDan丑ew　sky

東京大学工学部

豊橋技術科学大学工学部

Freiburg　Univ　ersity　Ins　titute　of　CryStallography

Freiburg　Univ　er＄ity　Ins　titute　of　Crystallography

　【実験概要】

　円筒状の石英アンプル管にGaSb円柱状単結晶を真空封入する。これを微小重

力下で一端から融解し、他端に未融解単結晶部を残し、再結晶化する。そ。後、

1成長結晶の結晶性をx緯ポグラフ法・空間分解フォトルミネッセンス法・抵』

抗率測定等により評価する。以上の実験からGaS　bを例にとり無歪融液成長の振

舞と結晶性につき調べ、GaAs等さらに高融点の化合物半導体門門融液成長への

基礎データをとる。

【実験方法】

　微小重無下では半導伝融液柱は石英アンプル管に非接触の状態で保たれる。

われわれはこれを中国の回収型衛星実験で確認した・そこで・微小重力下でブ

リッジマン成長を行い無歪の状態で高品質のGaS　bを成長させる。先ず成長速度・

「成長界面でゐ温度勾酎を変化させ自由表面の形成の様子と結晶性との関連を調

べる。、次に結晶径、および長さを増加させ実験を繰り返し高品質GaS　b単結晶を

成長する。・

【共通実験装置1

温度勾配炉

16一
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【利用テーマ】

微小重力下における気相からの犬形・高品質留錫テルル単結晶の育成

【提案者】

木下恭一

【共同研究者】

無し

日本電信電話株式会社基礎研究所

【実験概要】

　微小重力下において、気相成長法により大形かつ高品質な留錫テルル単結晶

を育成することを目的とする。微小重力下では高温度勾配下で蒸気輸送速度を

高めた場合でも、気流中の対流が抑制されて結晶成長中に擾乱が発生し難ぐ、

また容器壁と非接触の状態で結晶成長させることが容易となる。これらの特徴

を利用して、気相成長法の高品質性を損ねることなく、成長速度の高速度化と

結晶の大形化を図る。また、、欠陥密度の低減を図る。

【実験方法】

　Pbo．8　Sno．2Te多結晶原料と同組成の種子結晶を真空封入した結晶球長押寄器

を温度勾配炉内において加熱し、多結晶原料部からPbTよSnTeを分i子状で蒸発
（昇華）吃 ｳせ、・その蒸気を温度差を利用して結晶成長部へ導き、種子結晶状に、

堆積させて凹き奪単結晶へと成長させるび通常の気相成長の場合ゆ比べ二桁程

度大きな温度差の下、宇宙実験用に考案した特殊な容器を使用して結晶を容器

壁に接触させずに成長させる。

【共通実験装置】

温度勾配炉　　一　　　　　　　ジ．　　　　　　　、　、・　　　　，．一
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【利用テーマ】

酸化物超伝導材料を用いた成膜プロセスに関する実験：

【提案者】

村上寛

【共向研究者】

遠藤和弘

三沢俊司

吉田貞史・

工藤動、

市川祥・、

瀬恒謙太郎

電子技術総合研究所

電子技術総合研究所

電子技術総合研究所

電子技術総合研究所

電子技術総合研究所．

松下電器産業株式会社中央研究所部品材料研究所

、松下電器産業株式会社中央研究所部品材料研究所卜

【実験概要】

　1）金属蒸気圧制御による酸化物超伝導薄膜の気相成長と金属分散の観察・2）・

線条加熱プロセスを用いた部分溶融および再結晶化による表面平坦性の優れた

表面を持つ高臨界温摩超伝導相薄膜の作製実験。

．，

y実験方法】幽@＼・　　一　　，．・　　　　∫　　　　ゴ、　　　～
．気相成長実鹸は画素雰囲気中℃数鍾類の超伝導材料姿ある傘属の蒸発と二酸素

とを基板上で反応させ超伝導薄膜を成長させる方法ぞある。成膜時で9）酸素ζ

金属の蒸発章を最遮に制御ナることで高品質酸化物薄膜の成長を已みる。また
基板上の金属粒子φ挙動を調べ粒子分散のメカニズムの観察も合わせて行う・，

線条加熱実験はべ・プスカイ構造を持つ酸化物を酸素雰囲気で激を一定に

七たまま加熱光源をゆっくり移動させ・一方向の単結晶を成長∫さサる・㌧＿

1共通実験装置】

温度勾配炉r
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【利用テーマ】

化合物半導体鉛錫テルルの融液拡散あ研究・

【提案者】

内田美佐子

【共同研究者】

兼子稔
中川幸也

右川島播磨重工業株式会社技術研究所

石川島播磨重工業株式会社技術研究所

石川島播磨重工業株式会社技術研究所

【実験概要】

　赤外線領域レーザーおタび受光素子材料である化合物半導体鉛錫テルルの融

液中の拡散係数を測定する。溶液中め拡散係数は落零から単結晶を作製する際

の条件を決定するために必要なパラメ勢タであるが、地上では対流が発生する

．ために測定が難しv｝とされている6また・微小重力下で測定した拡散係数の温・

度依存性は地上で測定されたものと異なるという報告もあり｛．染液中での拡散

のメカニズムを解く鍵となるものである。酌’　　ン

【実験方法】

　2種類の濃度の鉛錫テルルをあわせて拡散対を作製して溶融し、凝画後の鉛

錫テルルめ濃度分布をX線アナライザおよび高周波プラズや電光分析で測定す

・る。鴨れをブイックの第2法則にアイッディングして拡散係数を計算する。ゴ

　凝固による濃度分布の変化を避けるために、・高速凝固および径方向凝固が必

要となる6従って、吻｝トリヅジは内径7m血の細ぐ小さいものを用い、申事阿

に試料2個を入れる。

【共通実験装置】

温度勾配炉’
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【利用テーマ】

微小重力環境利用によるイオン性融体中の不純物拡散係数の精密測定

【提案者】

山村力

【共同研究者】

佐藤譲
朱四民’

遠藤守

東北大学工学部

東北大図工学部

東北大図工学部

東北大図工学部

【実験概要】

、高温融体の拡散係数は融液結晶成長などの高温プロセスの解析に不可欠な物

性値である。しかし文献値間の差異が極めて大きい物性値でもある。この原因

については不明の点が多いが、中でも対流の影響が最も重要であるとされてい

る。本実験は微小重力環境を用いて、対流の影響が存じない条件下でイオン性

融体の不純物拡散係数を高精度で測定し、’ 攪_的検討に供する・とともに・従来

地上で測定された値の妥当性を検：討する。　　　　’

，【実験方法】

溶融必中の不純物撒係数の測定1こは非定常敢化学的方法であるク・イポ

テンシrメトリー法を採用する6・融体中に作用極、参照極・対極の3本の電極

を浸益し、作用極と対極の間にある時刻より一定電流を流し始め・作用極の電

位を時間の関数として観測する。対象不純物イオン濃度が作用極表面で殆どゼ

ロになるまでの時間、即ち遷移時間を測定し、拡散係数を決定する・微小重力

環境下ぞ、’対流の影響炉生じない条件下で測定するb1

魁【共通実鹸装置】

温度勾配炉
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【利用テーマ】

微小重力下の液体金属および合金の拡散

【提案者】

伊丹俊夫

【共同研究者】

無し

北海道大学理学部

【実験概要】

　液体の拡散現象は材料科学の基礎として極めて重要である。地上の律来実験

では、測定所要時間が10時間程度と長い事もあり」、重力対流の悪影響が存在

してデータの信頼性が極めて劣悪である。そこで、JEMの無重力環境を利用し

て、液体金属合金系を対象に、拡散係数め温度係数および同位体効果ゐ実験的、

研究とそめ理論解析を実施する。液体金属合金系は産業上重要であると共に、

高度な理論解析が可能な興味潔い体系であるあ

【実験方法】

　液体金属および液体合金の自己拡散係数を安定同倖元素をトレーサニどして

ロンゲキヤピラリ「法により実施する。安定同位元素を直線状試料め一端もし

くは中心に配置して、．保持温度に数時間から・10時間保持した後急冷する。試∫

料長軸方向の濃度分布をSIMS分析により実施すること滋こより・自己拡散係数を

決定渉る。さらに温度依存性などの理論解析より拡散機構を解明する可、一

｛共通実験装置】

温度勾配炉
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【利用テーマ】

微小重力環境下におけるシリコン単結晶育成とマランゴニ対流の可視化観察

【提案者】

日比谷孟俊’

【共同研究者】

山下健一

山岸浩利

今石宣之
．向井楠宏

塚田隆夫
岡野泰則

今井正人，

平田彰
西澤伸一『

宗像鉄雄

日本電気株式会社基礎研究所

大阪チタニヴム製造株式会社技術管理部

信越半導体株式会社研究本部半導体磯部研究所

九州大学機能物質科学研究所

・九州工業大学工学部

東北大学反応化学研究所イ

東牝木学金属材料研究所

コマツ電子金属株式会社技術研究所

．早稲国大学．理工学部　　　　ノ

早稲田大学理工学研究所早稲田大学理工学部・

機械技術研究所

陳験黙劇
　地上でのシリコン単結晶育成における酸素輸送のメカニズムに係わる「マラ・

ンブニ対流」り効果を解明し、シリコγ単結晶育成技術の向上に資するσ浮力・

・による対流の効果を抑制できる微小重力環境を利用1し．フローティング・ゾ「

ン法によリシリ，コシ単結晶を育成しながち・マランゴ尋対流をその場観察する。

マランゴニ対流のモニドと単結晶特性との関係を解明する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
侯験方法】

　半導体シリコシ単結晶棒をイメージ炉により加熱し、融帯を形成する。融帯

中部よび／もしくは環帯表面に設け挺トレーサを・X線（2軸）および’可視光

により照明し、，トレーサの動きから流れを可視化観察する。融帯での温度勾配・

およびシリコ：回虫濯中あ酸素濃度をパラメータとして・競察実験を行うρ観察・

雌嘩デオに記録し随上において冠し繭邸よび淋国造を矢口や・

　【共通実験装置】‘

帯域炉
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【利用テーマ】

溶融法による有機材料の単結晶育成実験』

・【提案者】

岩柳隆夫

【共同研究者】，

角田敦

佐川雅〒

香川博之

株式会社日立製作所日立研究所

株式会社日立製作所日立研究所

株式会社日立製作所日立研究所1

．株式会社日立製作所、日立研究所

　【実験概要1

　有機材料の単結晶育成技術は、有機i非線形光学素子に代表される有機電子デ」’

バイス作製において非常に重要な技術課題となっている6微小重力空碍におい
，て、浮遊状態で有機材料の単結晶育成実験を行い、・ガラス容器からの汚染物質

の防止や、「試料の膨張収縮に伴う容器壁面からの応力による結晶歪の除去など、‘

地上では実現不能な結晶成長1ヒ関する基礎的な検討を行う。腔

【実験方法】

地上で用意した多結晶塊の下部より、溶融帯を微速移動させる事により試料

を単結晶化する。、・結晶核成長部分で選択された結晶核のみが結晶成長部分で成・

【共通実験装置】・

、帯域炉
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【利用テーマ】

微小重力場における予混合気の高温白金表面での点火

【提案者1

河野四方

【共同研究者】

永田晴紀

瀬川大資

佐藤順一

東京大学窓学部

東京大学工学部

東京大三巴学部
右川島播磨重工業株式会社技術研究所

■実験概要】

　触媒燃焼はNOx排出量の低減や燃焼効率の向上に有力な燃焼方法であり、多

くの基礎研究が行われているが、点火など非定常な現象においては重力場の影

響が無視できなv｝。本研究は、高温白金球を用いて微小重力場において予混合

気の点火実験を行い、実験結果と触媒作用を考慮にいれた点火の数値シミ・ユレ

・ニショ．ンによる解析結果とを比較するζとにより、触媒反応の機構を物理的3

化学的の両面より解明しようとするものである。

　【実験方法】

　帯域炉内匠常温、低庄の予混合気を導入する。炉内には白金の小球を保持し

ておき、急速に加熱しある設定温度を保つよう制御する。触媒作用による表面

反応が始まると反応熱により白金球が加熱されv，白金球の表面温度が設定温廉

’以上1こ上昇し、や炉て予混合気が点火する。このときの白金球表面温産の時間

変化を赤外線．センサーにより測定し、同時に点火遅れも測定するげ以上の実験

を設定温度をパラメータに用v～て行う。

・【共通実験装置】

帯域炉
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【利用テーマ】

微小重力環境下での非混合偏晶合金の凝固過程のその場観察

【提案者】

茂木徹一

【共同研究者】

南和一郎

実藤元城

日比谷孟俊

向井楠宏、

伊丹俊夫

千葉工業大学工学部

千葉工業大学工学部

千葉工業大学工学部

日本電気株式会社基礎研究所．

九州工業大学工学部

北海道大学理学部

【実事概要】

　溶解度ギャップのある偏晶系合金は、地上では冷却過程において液相の密度

差に起因する相分離を起こして凝固するために均一組織の材料ができない6本

研究はJEMにおいて◎ζ．の合金㊥冷却凝固過程を透過X線によりその場観察を’

行い、液相の分離や凝固現象を調べベこれ’らのメガニズ4塗解明するρ之のメ

カニズムは微小重力環境での凝固組織制御技術に応用され、『新し炉機能性材料

としての偏晶合金の開発を促進することが期待できる。

　【実験方法】

　X線吸収能の異なる二元系偏晶合金を試料として1所定組成の試料をるρぼ，　・・

に入れて帯域炉で単一液相領域まで加熱し・撹絆・を与えて均一液相にする・冷

，却過程での液相からめ分離液滴の核生成、オストワルド成長、液滴の衝突合体、r

偏晶温度での反応過程と凝固現象を燐過X線により可視化して、CCD：カメラで

撮影録画するσ地上に佐取された試料の組織観察、成分：分析を行い・、琴線画像

解析とともに凝固メカニズムの解明に供する。㌧　　一一　　・　　ゼ

【共通実験装置】

帯域炉一
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【利用テーマ】

半導体結晶の溶液成長過程の直接観察

【提案者】

稲富裕光 宇宙科学研究所’

【共同研究者】噛

、栗林一彦　　　　宇宙科学研究所

【実験概要】

　半導体結晶の溶液成長において、液相中の流れは界面形態を不安定化させ成

長層中の組成分布の不均一をもたらす・本実験は＼流れのない微小重力環境に

おいて半導体の成長挙動をその場観察することにより、界面の安定性について

の定量的な知見を得るものである。

【実験方法】‘

溶液成長時の固液界面形状を燐過x線等を用いてその場観察をする。実験手

順は＼試料基板及び溶媒を真空封入した石英ガラスアンプ川を加熱炉内に民営

ポしマ固液界面の形状観察及び移動量のリア川タイム測定を行う。一

【共通実験装琿1

帯域炉．

一26

謂『『幽淑〒

一《

【利用テーマ】

光干渉顕微そ：の場観察による液体の拡散係数及び温度拡散係数め測定

【提案者】

川崎和憲

【共同研究者】

増田立美

日産自動車株式会社宇宙航空事業部

日産自動車株式会社宇宙航空事業部

【実験概要】

　異種液体、又は濃度の異なる向組成の溶液を、溶液成長セル内に隔離した状

態でセットしておき、微小重力下において互いに霊液させる。異種液体、又は

濃度の異なる同組成溶液はv溶液成長セルの中で徐々に相互拡散を開始する。、・

この拡散現象を2波長干渉顕微鏡によりその場観察を行い、干渉稿のパダ磁ジ

変化から拡散速度を解析し、拡散係数を算出する。

【実験方法】

　異種液体、’又は濃度の異なる同組成の液体を、’溶液成長セル内に隔離した状

態で充填しておく。

　微小重力下において接液させ1拡散輸送を開始させる。

　拡散の様子を溶質の種類・又は濃度・温度の変化に伴う空間的・時間的屈折一

回変化としてく2波長干渉顕微鏡で観察する。拡散速度は．干渉縞パター「ンの・

経時変化の追跡により計算できる。．＼　　・

　2波長を用いるζとにより、濃度拡散と温度拡散の分離が可能である5一ゴ

【共通実験装置】

溶液割判実験装置
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【利用テーマ】

微小重力下において庄力制御法により行う樹枝状結晶成長のその場観察による

研究

【提案者】

沢田勉 無機材質研究所

【共同研究者】

竹村謙一　　　　無機材質研究所

谷口吉弘　　　　立命館大学理工学部

づ叫奇和憲・．　　・日産自動車株式会社宇宙航空事業部

重松公司．1．　　岩手大学教育学部

【実験概要】

　溶解度の圧力依存性を利用して、加圧により過飽和度を設定する方法（圧力

制御法）により樹枝状結晶成長を駆動する。結晶成長の様子を透過光照明によ

「る顕微鏡により、また、結晶周り∂）濃度分布を干渉計によりその場観察するd』

’圧力、および、濃度φ調整により、種々の樹枝状成長のモ｝・ドを調べる。

’【実験方法】　　　・　　　∫　　…　　　　　　「、　　”卜

　実験試料は～塩化アシモ三ウムの水溶液を用いるd塩化アンモニウ．ムの溶解

度は加法により減少し、従って、加圧により結晶を成長させることがでぎる。

試料は内部セルに封入し、これを光学窓付：き高圧セル中に取り付け加圧するb

加圧により種結晶ゆら樹枝状結晶の成長を開始し㍉その後・圧力制御により過’

飽和度を多殺階に変化させる。また、濃度の異なる試料を封入した内部セルを

複数個用意し、取り替えて実験を行うb

・【共通実験装置】

溶液成長実験装置
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【利用テーマ】

溶液からの結晶成長その場観察

【提案者】

塚本勝男

【共同研究者】

小沼一雄

圓山重信

清水健司

古川義純

入沢寿美
斉藤幸夫㌧

平田彰・
石川正道・

岩崎晃’㌦．

東北大学理学部

東北大学理学部

東北大学流体科学研究所

岩手大学工学部

北海道大学低温科学研究所

学習院大学計算機センター

慶応義塾大学理学部

早稲田大学理工学部

株式会社三菱総合研究所先端科学研究所

電子技術総合研究所‘

【実験概要】

　微小重力下での多面体結晶形態の安走性を、．結晶表面、F環境相・溶液物性の．

その場観察を通してカイネティックな面から総合的に研究する門。これにより、

微小重力℃の結晶成長の特徴が明らかになるだけでなく、重力下での複雑な対

流や流れの場では難しい、結晶成長理論の詳細な実験的検証が可能となる。・ま

ζ濃寧雛ビニル嘱錦品醐に春蝉断タ鰍も〕

｛実験方法】・

　結晶の成長／溶解は温度変化で行う。結晶表面に実時間位相シフト干渉法を．
適用することで、分子オーダ」の成長層の挙動と表面トポグラウ変化が測定可

能となる。環境濃度、・温度分布は同干無法により疑似三次元観察を行いぐ核形

成研究に，は光散乱を併用する。これらの情報は、動画として地上にダウンリン

クされ、成長条件や光学観察条件は地上からも設定されるび

【共通実験装置】

溶液成長実験三三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫
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【利用テーマ】

樹枝状結晶の成長過程のその場観察による結晶の形態形成に対する微小重力の

効果

【提案者】

古川義純

【共同研究者】

高橋庸哉

横山悦郎

北海道大学低温科学研究所

北海道教育大学付属教育実践研究指導センター

九州工業大学情報工学部

【実験概要】

　樹枝状成長する氷結晶の形態変化及び結晶周辺の拡散場を・干渉計を用いた

その場観察法により、三次元で定量的に測定する。無重力下での熱対流などの

擾乱を排除した実験により、結晶の形態形成がどの様な因子で支配されるかを

顕在化する事ができる。また、氷の樹枝状結晶は、過冷却水及び過飽和水蒸気

の異なる二相から成長させる事が可能で、両者の成長様式の比較が可能である。

これらにより、結晶の形態形成機構の解析が可能となる。

【実験方法L

　氷結晶を過冷却水または過飽和水蒸気から成長させる事が可能な成長セルを

製作し、溶液結晶成長実験装置に組み込む。この装置の干渉計により結晶成長

のその場観察を行う。℃れによって得られた映像を解析し・三次元的な結晶の

一瓢変化及び結晶周辺の拡散場の定量的な測定を行う。宇宙実験の成果は、．地

上で行われる重力環境下の実験及び計算機実験等の結果と比較検討され・氷結

晶の形態形成機構を解明する。

【共通実験装置】

溶液成長実験装置　　　　　　　　　　　　　　一

30一

嘩隅ｿ一

眠

、衡‘

【利用テーマ】

固液界面安定性に対する重力の影響

【提案者】

宮田保教

【共同研究者】

永澤茂

長岡技術科学大学工学部

長岡技術科学大学工学部

【実験概要】

　機能性材料の開発においては、凝固界面形態を制御し、形成される微細組織

を制御する必要がある。しかし、地上では界面安定性機構は温度差に」～る対流、

溶質濃度差による対流の影響下にあり、解明が困難である。有機物合金により

界面形成過程を可視化観察することにより、界面不安定化摂動因子を分離する　、

ことにより界面安定化機構を解明し、機能性材料のための制御法の開発に資す

る。

【実験方法】　　　｝　　　　　㌧　　’　　・　　一

　金属合金のモデル物質となり、その場観察可能な有機物を試料とし、過冷凝

固実験、一方向凝固実験を行う。過冷凝固実験においては、試料を加熱融解し、

凝固点以下まで徐冷・保持した後、凝固核を発生させデンドライトを成長させ

る。一方向凝固においては試料融解後、二四を冷却させ凝固を開始させベセル、

デンドライト成長させる。池ル、デンドライトの成長過程をビデオ観察し、成

長過程・機構を解明する。

【共通実験装置】

溶液成長実験装置
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【利用テーマ】

透明有機結晶を用いた包晶反応過程の直接観察

【提案者】

栗林一彦 宇宙科学研究所

【共同研究者】

大中逸雄　　　　大阪大学工学部・二

稲冨裕光　　　　宇宙科学研究所

鈴木俊夫　　　　東京大学工学部

跡概　篠工業大学工学部

．【実験概要】

．酸化物超伝導体や磁性ガーネ、ットなどの結晶成長過程でレばしば見られる混

晶原応では、ファヤット的な界面形態巨億：する包晶生成物を晶出する。フアセ

ット的界面はマクロな等温度線と一致せず、界面近傍ミクロ対流が発生して反

応過程解析を困難にする。奉研究では、留湯反応を示す有機結晶合金をモデル

試料とし、無対流下で凝固界面近傍の温度、濃度分布を測定しうファセッ・ト的

凝固過程と包晶反応の機構を明らかにすることを目的とする・

【実験方法】

　1包晶反応を示す有機結晶合金を石英ガラスセルに封入し、セル両端に温度差．

をρける。穫々の速度で冷却させ、方向性凝固を進行させる・、波長差の大きい

2波長干渉法による界面近傍の温魔分布及び濃度夢布を求め、包晶星応時の界

面近傍の熱・物質輸送が凝固組織に及ぼす影響を：明らかにするρまた動的光散

乱法を適用し、包晶反応相の核生成条件と核生成サイ・ト仁関する知見を得るd

【共通実験装置】「

溶液成長実験装置

、32一　．
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【利用テーマ】

拡散法による有機強磁性体の結晶育成

【提案者】、

安西弘行

【共同研究者】

中辻慎一

姫路工業大学理学部

姫路工業大学理学部

【実験概要】　　　　　‘　　　　・　．、　　　　　　聖　　　　一・

　有機電荷移動錯体はそれぞれ不対電子を持ρたドナーとアクセプターマと呼岬

れる分子から構成されている塩型の分子化合物で、特異な結晶構造を持ってい

る。この結晶形を利用することによって、不対電子のスピンのそろった有機強

磁性体を作製することができる。その物性研究を行うたあに理論的な拡散が利

用できる無重力場で地上では得られ，ない』ような良質な結晶を拡散法で育成する

のがこの研究の目的である。

【実験方法】「

　ドナーとアクセプターを溶媒中で単に混ぜると電荷移動錯体の微細な多結晶

となる。この両者をそれぞれ溶媒中の隔たったとごろからゆっくり拡散さぜ、

反応させると良質な単結晶が得られる。これが拡散法であるが＼地上では温度

や濃度の不均声な分布による対流によ？て理想的な拡散が得られない。無重力

場で、引対流のない理想的な拡散によって地上では得られないような非常に良質

な結晶を育成するのがこの方法の原理である。’

【共通実験装置】

溶液成長実験装置
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【利用テー々】

宇宙スデーションに於ける電気化学的界面現象の解析

【提案者】

福中康博

－【共同研究者】

無し

三都大学工学部

　【実験概要】

　交換電流密魔が大きく異なる金属や酸化物電極を用いてガス発生実験を行え

ば濡れ性と触媒能を閣連づける事が出来、、微小重力環境下における燃料電池の

充放電特性に関する理解が深まる。清浄な表面を持つマイクロ球電極を2軸レ

ーザー干渉計に組み込む事により気泡発生や電析反応にともなうイオンの移動

磯ラ艦籍翻騨を通Pて雑力腸嚇化学プロ

【実験方法】

　1）宇宙ズテ門ション内で一様に気泡や微粒子を電解液中に分散させ両極間
rに電場をかけてこれぢの微粒子の移動速度と電場の関係や電解液表面の運動を

VTR．で観察測定するb，・

2）・宇宙空間でジュール熱により作製したマイク・恐恐を恥て範反応7

を行おせるb・2秀向レーザ曄干渉装置を用いてマイグロ球電極豪面め気泡成長

挙動や電枡籾期過軽等確率過桿を含む電極界面現卑とイオンρ移動速度との関

連性を二次元的に検討する。・

【共通実騨装置】1

溶液成長実験装置‘

’34み，．

．：隅

ﾓが一・

飾ζ

　【塗扇テーマ】

・分散系め自己組み立て成長

【提案者】

石川正進

【共同研究者】

無し

株式会社三菱総合研究所先端科学研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

．【実験概要】’

　近年、ミクロンオーダーの微粒子が相互に作用し合ってより大きな粒子を形

成し、’通常の結晶と類似した規則配列と形態を持つ事が明らかになってきた。

微粒子が自動的に積み木のよう，に組上がっていくことから自∫己組み立て（忌e埠．

as　sembh　n9）と呼ばれている。・重力による沈降効果が現れるためぐ重力効果を

除いた研究によって自己組み立ての模様を明らかにできれば、之の新現象の照

明と応用に大きく寄与する。

【実験方法】

・コロイド分散状態にある秀散系が、自己組み立てを経て粗大化する過程を光

学的に計測し、，、そのメヵ；ズムを明らかにする。試料としそ、106nrh～10μ皿ま、一

での様々な径をもつラテックス粒子および油一水自己会合系を滋味分散状態

から凝集状態に変化する過程において散乱光および回折光を検出することによ

り・ 苟覧?寞rで些ぢ糊ら岬㌔、
【共通実験装置】、

溶液成長実験装置、

・1u一　35　一
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【利用テーマ】　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　．　　　　…’ご

フローティングゾーン結晶成長法における流体部の無重力場における流動現象

【提案者】

武田靖

【共同研究者】

徳広明

朗久雄

スイス国立パウル・・シェラー研究所

スイス国立パウル・シェラー研究所

航空宇宙技術研究所宇宙研

【実験概要】

．フロ曽ティングヅ←ン法による結晶成長過程での溶融材料内の流動現象をぐ

超音波流速分布測定法を使って調べ、包括的な理解を目指す。流体には通常流．

体と低融点液体金属を用いる。・特に液体金属を使用する事により・現象の減配

因子であるRe数、、　Gr数、　Ma数、　Pri数を実条件に合わせる事が可能であるσ非定

常流れ場を測定する事により、流れの安定限界、流動特性、さらには平均流速一

分布などを定量的に求める。　　　　　　　　　を

．【実験方法】㌃

　試料液体にはシリコン油、・低融点液体金属の2種類を用いる。測定は主に超

音波ドップラー流速分布測定法で～これは超音波パルスの流体内からのエヲご

信号を特殊な信号処理をする事により流速分布を瞬時に求めるもめである6非、
定常流れ場の空間的変化から流れの空間的成長をとちえ、’成長のメカニズみを

明らオ・にする。また定常流れのデータから臨界Re数・臨界Gri数を求める。、

【共通実験装置】

流体物理実験装置
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【利用テーマ】

電磁場内の気液界面挙動

【提案者】

今井良二

【共同研究者】

桑原啓

内田博幸

棚澤一郎

前川透

石川島播磨重工業株式会社・技術研究所

石川島播磨重工業株式会社技術研究所

、石川島播磨重工業株式会社技術研究所

東京大学生産技術研究所・

東洋大学工学部

【実験概要】

　電磁場を用いた流体制御技術の確立を目的と「し、電場または磁場中の気泡お

よび液滴の運動ど界面の挙動、液柱の気液界面の安定性について検討する。具

体的には以下の研究を実施する6　（1）勾配電界中の気泡、液滴の運動および

気液界面の観察、’ v測。　（2）’電界による液柱界面の安定化および不安定化作・

用の観察く計測。　（3：）磁場中の磁性流体塊および磁性流体柱の運動、界面安

定性および不安定性の観察、計測る

【実験方法】

・電界が作用した媒質にはマク界ウェルの応力が作痢渉る。電界に勾配がある電’

と媒質内の物体には応力の不均一性から電界勾配に平行なカ（誘電泳動力）が

作用する6この力により気泡および液滴を無接触で移動させる。電磁界が作用

した液塊および液柱には電磁工ネル三三が蓄えられるためヤこれにより気液界『

璃鰻斐鵜雛論証の塔分を制御でき硝騨暢を

【共通実験装置】

流体物理実験装置、
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τ利用テーマ】

液柱を利用したべナール対流の実験

【提案者】

東久雄

【共同研究者】’

上村平八郎

大西充’

吉原正一
・、松本甲太郎

川路正裕

航空宇宙技術研究所

航空宇宙技術研究所・

航空宇宙技術研究所「

航空宇宙技術研究所

航空宇宙技術研究所

トロント大学工学部

【実験概要】

　二ρの円盤の間にシリコン油搾の液柱を形成し・；その中心円筒部から加熱あ

るいは冷却する≒とにより、半径方向に温度勾配をつける6その際発生するで

あろうベナール対流を観察し、1温度の条件、深さとべナ｝ルセルの大きさ・分

布との関係を明らかにする6また液柱を中心軸まわりに回転させるこζによる

遠心力と気ベナこ一ル対流の発生、形状および温度勾配の関係を明らかにする・

一【実験方法】

　液柱を回転中に液柱内半径方向9）温度勾配がある値に達すると・自由表面の、

揺らぎに起際すると思われる対流1ベナrル対流）が発生する6・その臨界値は

遠心力と温度差く厳密にはヒイリー激）・に依存する6∫この場合の遠心力は∴0

鑛嚢齋卿よう明1灘変聯’一ベナツ噸発

，隔y共通実験三三】

流体物理実験装置
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【利用テーマ】

マランゴニ対流の定常流からカオス流への遷移過程と流れの内部構造の観察

【提案者】

大西充

【共同研究者】

東久雄

山本四四

吉原正一

武田靖『，

川路正裕

航空宇宙技術研究所

航空宇宙技術研究所・

航空宇宙技術研究所

航空宇宙技術研究所

スイス国立パウル・シェラー研究所’

凡トロント大学工学部

【実験概要】1，

温度勾配を付加してマラ7ゴニ対流を発生させた液体ブリッジ中の流れの三1

次元速度分布を多種の試料流体について計測する。．一部の試料流体に関しては

ブリッジ表面速度分布・表面温度分布についても計測する。これらの分布から

ブリッジ長やブ1）ッジ回転数剛試料流体の違いが層流マランゴニ対流から振動

流、一さらにカオス的マランゴニ対流に＝遷移すう過程や対流の曲部構造に与える

影響を調査する。

’【実験方法】1　　　、　　，　　　　　　　．　　　　　　　　　、＼、・
　試料直証が透明な場合は、．試料に予め混入した粒子を光学的観察装置により、

多方向から観察・追跡しく・三次元速度分布を得る。表面速度分布は試料に特別・

な染料を混入しブリッジ表面を点状に発色させ、その動きを追跡して得るd表

面渥自分布観測にはサーモグラフィを用y・る。木透明流体では超音波ドγプラ

ー流速分布測定装置を用いて超音波土コーを解析し、多点での速度成夢を多方、

向から同時に得、三次元速度分布を計測する。

【共通実験装置】

流体物理実験装置
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